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石
巻
市
震
災
遺
構
門
脇
小
学
校
で
、
館
長
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
さ
ん
と
学
芸
員
の
高
橋
広
子
さ
ん
の

話
を
聞
く
多
賀
城
市
立
東
豊
中
学
校
の
中
学
生
記
者

石巻市震災遺構門脇小学校展示館で、津波火災で燃えた
学習机を取材する東豊中学校の中学生記者

宮城県亘理町荒浜産ののりを使ったパスタを食べる八乙女中学校のメンバー
乾 ほし のりは２年連続で今年も皇室献上の栄誉を受けた

東松島市「空の駅」で、おのくん作りに挑戦する
閖上小中学校の中学生記者

発行 河北新報社営業局2023211

石巻と女川へ

亘理・荒浜 鳥の海へ

東松島視察 地元では

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

年
。
河
北
新
報
社
の
復
興
支

援
企
画
「
今
で
き
る
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
次
世
代
へ

の
伝
承
啓
発
の
た
め
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
震
災
伝
承
新
聞

の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
幼
少
期
に
発
生
し
た
震
災
の
記

憶
が
定
か
で
は
な
い
中
学
生
が
被
災
地
を
訪
れ
、
あ
の
日
か
ら

今
に
至
る
歩
み
を
学
び
、
発
信
す
る
企
画
で
す
。
本
特
集
は
仙

台
市
立
八
乙
女
中
学
校
、
多
賀
城
市
立
東
豊
中
学
校
、
名
取
市

立
閖
上
小
中
学
校
の
３
校
の
生
徒

人
が
記
者
と
し
て
被
災
地

取
材
に
挑
戦
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
記
事
化
し
た
リ
ポ
ー
ト
で

す
。
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
、
世
代
を
超
え
て
未
来
へ
―
。
学

校
や
家
庭
、
職
場
で
ご
一
読
い
た
だ
き
、
伝
承
の
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(１) ２０２３年(令和５年)２月(１) ２０２３年(令和５年)２月
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聞いて 知って 同世代へのメッセージ

聞いて 知って 同世代へのメッセージ

語り継ぐのが復興支援 五十嵐 春也 ２年
今回の取材で気づ
いたことは、震災で
何があったかを語り
継いでいくことが、
私たちにできる最大
の復興支援というこ

とです。私は震災当時２、３歳で
震災の記憶がほとんどありませ
ん。ですが、実際に震災を経験し
た人から学び、震災を知らない人

に伝えることはできます。震災を
体験した人はいずれ亡くなってし
まいます。私たちは震災を体験し
た人からバトンを受け取り、震災
で亡くなった人たちの無念を胸に
刻みながら、バトンを次の世代に
つないでいくことはできます。次
の世代、その次の世代の人たちの
命を守れるようにするのが、私た
ちの責務だと感じました。

被災地のイメージ一変 神野 心希 ２年
私は震災の恐ろし
さについて、分かっ
たような気になって
いたのかもしれませ
ん。学校の特別授業
で震災を体験した人

を招き、当時の写真を見たり、被
災体験を聞いたりする機会はあり
ました 震災はこんな感じだった
のか と なんとなく考えてきまし

た。しかし、実際に被災地を取材
すると、イメージと違っていまし
た。実際に行く、実際に見るとい
うことの大切さを知りました。門
脇小校舎を見たときは え？何こ
れ こんなひどいの？ あれが黒
板？ あれが机？ 私の被災地に
対するイメージが一変しました。
地震は私たちのイメージより、何
十倍も怖いものかもしれません。

伝えれば救える命ある 大日向 美咲 ２年
このプロジェクト
に参加して特に大切
だと思ったことが一
つあります。私たち
には「伝えていく」
使命があるというこ

とです。当時の私たちは２、３歳
で記憶がない人がほとんどです
が、今回のように震災を経験した
人たちの話を聞いて、それをバト

ンのように次の世代につなぎ、伝
えていくことが大切だと思いまし
た。自然災害はいつ、どこで起き
るか分かりません。私たちが教え
てもらったこと、経験したことを
次の世代に伝えることで救える命
があるはずです。これからは「伝
えていく」という使命があること
を意識して生活していきたいで
す。

被害伝え繰り返させぬ 鈴木 真央 ２年
地震や津波とはこ
んなにも恐ろしく、
大きな被害を引き起
こすのだと実感しま
した。震災のことは
記憶にありません

が、取材を通して当時の状況や、
その後の出来事をより詳しく知る
ことができました。特に門脇小で
は大きく壊れた校舎や、焼けただ

れた教室内部を見て、「災害はこ
んなにも簡単に日常を破壊するの
か」と驚きました。今回学んだこ
とを教訓に、同様の大災害が発生
したときに備えようと思いまし
た。そして震災の悲劇が繰り返さ
れないよう、周囲の人に震災の怖
さを伝えるとともに、私が大人に
なったら自分の子どもに震災のこ
とを伝えたいと思いました。

被災者を苦しめる記憶 畑山 眞穂 ２年
震災の経験は人々
の記憶にとても強く
焼き付いていて、発
生から 年以上経過
した現在も、心を苦
しめているというこ

とを感じました。すごく怖いなと
思いました。そして、なぜ過去の
ことをあれほどはっきりと覚えて
いるのかと不思議にも感じまし

た。大切な物、人、家族を地震と
津波に奪われたつらい経験が、も
う誰にもこんな悲しい気持ちにな
ってほしくないという強い思いに
なって、深く記憶に刻まれている
からなのだと思います。被災した
人たちの経験や思いを受け継ぐだ
けでなく、私の次の世代にもしっ
かり伝えて震災が風化してしまわ
ないようにしたいです。

頑張る人々の思い知る 堀江 桜太 ２年
たくさん優しい人
がいることを、今回
の取材で学びまし
た。誰かのためにシ
ェアハウスを提供し
ている人たち。復興

のためにダイビングをしている人
たち。津波の威力を知らせようと
している人たち。誰かのために頑
張っている人がたくさんいると知

りました。また、あらためて防災
の大切さも実感しました。「門脇
小」では、避難訓練をしていたお
かげで、たくさんの命が助かった
ことを知りました。ハザードマッ
プを見て、災害時は臨機応変に行
動できるように、あらかじめ頭の
中でシミュレーションするだけで
も防災につながると思います。

過去に学び皆で共有を 松浦 歩 ２年
私は 年以上前の
東日本大震災で沿岸
部の街が津波に襲わ
れたというのは知っ
ていますが、あまり
覚えていません。今

回のプロジェクトを通じて、また
あのような災害が起こったときに
どのように対処すればいいのか―
ということを学びました。過去の

災害から得た教訓を自分の今後に
生かし、それを周りに伝え、みん
なで共有していこうと思いまし
た。人は大きな自然災害の前では
無力です。ですが、そんな自然に
対抗しようとみんなで助け合い、
震災の被害を減らすことはできま
す。だからこそ私たちはさらに、
助け合うことが求められているの
だと思います。

災害時は冷静心掛ける 谷津 凪咲 ２年
私が今回の取材を
通して感じたこと
は、避難する場所を
選ぶことの大切さで
す。避難場所によっ
ては門脇小のように

津波火災に遭ってしまったり、避
難した場所の高さが足りずに津波
にのみこまれてしまったりしてし
まいます。避難場所によって生死

が決まるといっても過言ではない
ことが分かりました。今後、大き
な災害が起きて避難しなければな
らないときは深呼吸をして、少し
でも冷静になれるよう心掛けるこ
とにしました。取材で得た知識を
生かし、自分の命はもちろん、周
りの人の命も救えるように普段か
ら災害への備えを大事にしていき
たいと思います。

焼けた校舎心に残った 吉田 瑞季 ２年
取材することによ
り、あらためて東日
本大震災のことを知
ることができまし
た。震災でつらい思
いをしたのに、涙を

流さないで取材に応じてくれたの
はすごいと思いましたし、私たち
がまだ小さかったとはいえ、震災
を覚えてないのが不思議なぐらい

です。まだ２歳だったからかもし
れませんが、覚えていていいくら
い大きな出来事でした。強く心に
残っているのは津波と火災に襲わ
れた門脇小です。当時のまま保存
されている教室の壁や床は火災で
真っ黒、机の天板も焼けて無くな
っていて黒板も焼け落ちていまし
た。逃げるのは大変だったろうと
思いました。

多賀城市立東豊中学校

宮城県多賀城市笠神

五丁目４番１号

生徒：219人
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貞
観
地
震

８
６
９
年

に
と
も
な
い
発
生
し
た
津
波
と
そ
れ
以
前
に
も
石
巻
を

襲
っ
た
津
波
の
痕
跡
に
つ
い
て

高
橋
さ
ん

右

か
ら
説
明
を
受
け
る
中
学
生

津
波
火
災
の
教
訓
伝
え
る

【
２
年
五
十
嵐
春
也
・
大
日
向

美
咲
・
畑
山
眞
穗
・
松
浦
歩
】

石
巻
市
門
脇
町
に
あ
る
震
災

遺
構
門
脇
小
学
校
。
一
般
公
開

は
２
０
２
２
年
４
月
に
始
ま
り

ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

３
階
建
て
校
舎
の
破
れ
て
ほ
と

ん
ど
残
っ
て
い
な
い
窓
ガ
ラ

ス
、
焼
け
焦
げ
た
塗
装
が
む
き

出
し
に
な
っ
た
壁
面
が
震
災
の

恐
ろ
し
さ
を
物
語
り
ま
す
。

あ
の
日
、
こ
の
学
校
に
起
き

た
こ
と
や
、
児
童
ら
が
ど
の
よ

う
に
避
難
し
た
の
か
｜
な
ど
を

館
長
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ル
バ

ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
さ
ん

と
市

震
災
伝
承
推
進
室
の
高
橋
広
子

さ
ん

が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。海

か
ら
直
線
で
７
０
０
〜
８

０
０
㍍
に
位
置
し
、
日
和
山
の

裾
に
立
つ
門
脇
小
は
、
被
災
し

た
姿
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
「
本

校
舎
」
、
展
示
館
の
「
特
別
教

室
」
と
「
屋
内
運
動
場
」
の
三

つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
炎
上

し
た
ま
ま
津
波
で
押
し
寄
せ
た

家
屋
や
車
に
よ
り
、
海
側
に
立

つ
本
校
舎
で
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。

津
波
の
高
さ
は
床
か
ら
約
１

・
８
㍍
で
し
た
が
、
炎
は
上
へ

上
へ
と
延
焼
し
、
本
校
舎
は
１

階
か
ら
３
階
ま
で
全
焼
し
ま
し

た
。
震
災
発
生
時
、
校
舎
に
は

児
童
２
３
０
人
ほ
ど
と
教
職
員

が
い
ま
し
た
。
児
童
ら
は
日
ご

ろ
の
訓
練
通
り
地
震
発
生
の

分
後
、裏
山
に
避
難
し
ま
し
た
。

児
童
ら
が
避
難
し
た
後
、
門

脇
小
に
避
難
し
、
本
校
舎
屋
上

に
集
ま
っ
て
い
た
地
元
の
人
た

ち
は
、
火
災
の
発
生
に
よ
り
裏

山
に
逃
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

裏
山
の
斜
面
に
は
校
舎
２
階

部
分
が
最
も
近
い
の
で
す
が
、

飛
び
移
る
の
に
少
し
距
離
が
あ

り
ま
し
た
。
教
職
員
ら
が
教
壇

を
橋
に
す
る
こ
と
を
思
い
立

ち
、
降
り
し
き
る
雪
で
滑
ら
な

い
よ
う
教
壇
に
毛
布
を
敷
く
な

ど
し
て
、
全
員
が
脱
出
し
ま
し

た
。体

育
館
に
逃
げ
て
い
た
人
た

ち
も
脱
出
ル
ー
ト
を
探
す
中
、

校
舎
２
階
か
ら
日
和
山
に
渡
し

て
あ
っ
た
教
壇
を
発
見
。
教
壇

を
運
ん
で
は
し
ご
の
よ
う
に
斜

面
に
立
て
か
け
て
上
り
、
避
難

に
成
功
し
ま
し
た
。
教
壇
を
使

っ
た
避
難
を
選
択
し
た
と
っ
さ

の
判
断
が
人
々
の
命
を
救
っ
た

の
で
す
。

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
さ
ん

は
「
津
波
の
と
き
、
高
台
へ
の

『
水
平
避
難
』
が
間
に
合
わ
な

け
れ
ば
『
垂
直
避
難
』
が
有
効

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
火
災
が

発
生
し
た
場
合
、
屋
上
な
ど
高

い
場
所
が
絶
対
安
全
と
は
限
り

ま
せ
ん
」
、
門
脇
小
の
展
示
内

容
を
担
当
し
た
高
橋
さ
ん
は

「
大
き
な
被
害
を
受
け
た
石
巻

で
、
人
々
が
何
を
思
い
な
が
ら

過
ご
し
て
き
た
の
か
｜
。
伝
え

き
れ
な
い
思
い
を
、
遺
構
と
展

示
を
通
し
て
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

門
脇
小
に
は
天
板
が
焼
け
た

机
、
石
巻
市
全
体
の
被
害
状
況

を
示
す
パ
ネ
ル
、
押
し
つ
ぶ
さ

れ
た
消
防
車
、
生
活
の
様
子
が

残
さ
れ
た
応
急
仮
設
住
宅
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
起
き
た
こ
と
か
ら
何
を
学

ぶ
か
。
答
え
が
出
な
く
て
も
、

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

高
橋
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
私
た

ち
は
震
災
や
震
災
を
経
験
し
た

人
た
ち
か
ら
何
を
学
び
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。
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潜
水
士

取
得

不
明
の
妻
捜
す

行方不明の妻を捜し続ける高松さん 見つけたら
お帰り と声をかけたい

石巻市震災遺構門脇小学校

とっさの判断命を救う

平塚さん 左 が シェアハウス事業や空き家のリノベーション
といった巻組の取り組みを説明した

交
流
人
口
増
を
後
押
し

石
巻
・
巻
組

民
家
リ
ノ
ベ

運
用

【
２
年
鈴
木
真
央
・
谷
津
凪
咲

・
吉
田
瑞
季
】

石
巻
市
の
旧
北
上
川
右
岸
の

市
街
地
に
本
社
が
あ
る
「
巻
組
」

は
、
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
を
展
開

す
る
会
社
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は

〜

代
の
約

人
。
震
災
後

に
石
巻
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
た
渡
辺
享
子
さ
ん

が
２
０
１
４
年
、
「
多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
受
け
皿

を
つ
く
り
た
い
」
と
創
業
し
ま

し
た
。

私
た
ち
は
、
巻
組
が
築

年

超
の
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
同
市
泉
町
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
を
見
学
し
ま
し

た
。
広
報
担
当
の
平
塚
杏
奈
さ

ん

に
よ
る
と
、
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ

Ａ
の
オ
ー
プ
ン
は

年

月
。

木
造
２
階
（
延
べ
床
面
積
約
１

５
０
平
方
㍍
）
の
外
観
は
そ
の

ま
ま
に
、
ト
イ
レ
や
台
所
の
位

置
を
一
新
し
た
り
、
不
要
に
な

っ
た
収
納
棚
を
撤
去
し
た
り
し

て
機
能
性
を
高
め
る
一
方
、
洋

室
を
畳
敷
き
に
し
て
民
家
の
ぬ

く
も
り
を
演
出
し
て
い
ま
し

た
。利

用
者
は
家
族
連
れ
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
と
の
こ

と
。

年
に
開
催
さ
れ
た
ア
ー

ト
と
食
、
音
楽
の
総
合
祭
「
リ

ボ
ー
ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
２
０
２
１
｜

」
の
と
き
は
期
間
中
（
８
〜

月
）
、
た
く
さ
ん
の
団
体
が

宿
泊
し
た
そ
う
で
す
。

巻
組
は
宮
城
県
内
で

棟
の

物
件
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

運
用
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に

収
入
が
不
安
定
な
場
合
、
賃
貸

物
件
を
借
り
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
す
が
、
巻
組
は
「
借
り
手

と
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
」

と
敷
居
を
低
く
し
て
、
移
住
し

や
す
く
し
て
い
ま
す
。

事
業
を
展
開
し
て
い
く
上
で

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
数
百
万
円

単
位
の
投
資
と
、
３
カ
月
か
ら

１
年
ほ
ど
の
期
間
が
必
要
で
す

が
、
収
入
が
発
生
す
る
ま
で
に

は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
ま
す
。

予
想
以
上
に
建
物
が
傷
ん
で
い

る
こ
と
も
。
輸
入
木
材
の
価
格

高
騰
（
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
）
も

あ
り
ま
し
た
。

「
大
変
な
こ
と
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
巻
組
の
目
標
は

『
よ
り
良
い
暮
ら
し
づ
く
り
』。

石
巻
で
人
を
巻
き
込
み
な
が

ら
、
巻
組
と
石
巻
の
魅
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
平

塚
さ
ん
。
「
住
宅
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
れ
ば
借
り
手
が
現
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
づ
く
り
が
大
切
で
す
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

石
巻
市
出
身
で
、
大
学
で
移

住
定
住
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て

い
た
平
塚
さ
ん
は
卒
業
後
、
地

元
金
融
機
関
に
就
職
し
ま
し

た
。
巻
組
の
活
動
を
知
り
、

年
に
転
職
。
「
万
人
受
け
す
る

事
業
で
は
な
く
、
ニ
ッ
チ
な
ニ

ー
ズ
で
す
が
必
要
と
す
る
人
は

い
ま
す
。
可
能
性
を
信
じ
て
い

ま
す
」
と
言
葉
に
力
を
込
め
ま

し
た
。

私
た
ち
多
賀
城
市
立
東
豊
中
学
校
の
２
年
生
９
人
は
、昨
年

月

日
に
石
巻
市
と
女
川
町
を
訪
ね
、

被
災
さ
れ
た
方
や
復
興
に
取
り
組
む
人
を
取
材
し
ま
し
た
。
津
波
火
災
の
痕
跡
を
伝
え
る
唯
一
の
震
災

遺
構
門
脇
小
学
校
（
石
巻
市
）
で
、
迫
る
火
災
か
ら
逃
れ
た
住
民
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
学
び
、
教
訓

を
得
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
が
創
業
し
た
「
巻
組
」
が
事
業
を
通
し
て
目
指
す
「
よ
り
良
い

暮
ら
し
づ
く
り
」
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
津
波
に
の
ま
れ
行
方
不
明
に
な
っ
た
妻
を
探
し
続
け
て
い

る
男
性
の
話
に
は
、
胸
を
締
め
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
２
年
神
野
心
希
・
堀
江
桜
太
】

宮
城
県
女
川
町
の
ダ
イ
ビ
ン

グ
シ
ョ
ッ
プ
「
宮
城
ダ
イ
ビ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
」
が
営
業
を
開
始
し
た
の
は

２
０
１
２
年
７
月
。
東
日
本
大

震
災
後
、
ダ
イ
バ
ー
と
し
て
行

方
不
明
者
の
海
中
捜
索
や
、
が

れ
き
撤
去
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
仙

台
市
出
身
の
高
橋
正
祥
さ
ん

が
経
営
し
て
い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
震
災
当
時
、
神

奈
川
県
葉
山
町
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

シ
ョ
ッ
プ
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
石
巻

市
に
移
住
し
て
起
業
し
ま
し

た
。
「
復
興
し
て
い
く
海
を
、

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
教
室
を
開
い
て
観
光
客

の
呼
び
込
み
に
力
を
入
れ
る
一

方
、
時
間
を
見
つ
け
て
捜
索
活

動
を
継
続
。
年
間
３
０
０
日
以

上
潜
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
高
橋
さ
ん
の
指

導
を
受
け
て
、
女
川
町
の
高
松

康
雄
さ
ん

は
潜
水
士
の
資

格
を
取
り
ま
し
た
。
津
波
に
の

ま
れ
、
今
も
行
方
不
明
の
妻
・

祐
子
さ
ん
を
捜
す
た
め
で
す
。

宮
城
海
上
保
安
部
の
潜
水
士
に

よ
る
捜
索
活
動
を
見
守
る
中

で

自
分
も
捜
す
。
人
任
せ
に

し
た
く
な
い
」
と
思
い
立
っ
た

そ
う
で
す
。

震
災
発
生
時
、
祐
子
さ
ん
は

勤
務
し
て
い
た
町
内
の
銀
行
支

店
屋
上
に
避
難
し
た
も
の
の
、

巨
大
な
津
波
に
の
ま
れ
ま
し

た
。
津
波
に
の
ま
れ
る
直
前
、

高
松
さ
ん
に
届
い
た
メ
ー
ル
に

は
「
帰
り
た
い
」
と
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

祐
子
さ
ん
は
、
お
っ
と
り
と

し
て
優
し
い
人
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
あ
の
日
の
朝
、
高
松
さ
ん

が
祐
子
さ
ん
を
勤
務
先
に
車
で

送
り
届
け
た
と
き
、
祐
子
さ
ん

か
ら
「
今
夜
の
お
か
ず
、
何
が

い
い
？

何
で
も
い
い
は
ダ

メ
。
困
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
最
後
の
会
話
に

な
り
ま
し
た
。

「
い
つ
も
の
何
で
も
な
い
会

話
。
そ
れ
が
当
た
り
前
で
は
な

い
こ
と
を
、
失
っ
て
か
ら
気
付

く
。当
た
り
前
が
あ
る
こ
と
は
、

幸
せ
な
こ
と
。
当
た
り
前
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
」
。
高
松
さ

ん
は
、
こ
う
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。ダ

イ
ビ
ン
グ
は
海
中
で
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
と
て

も
難
し
い
そ
う
で
す
。
海
水
の

透
明
度
が
低
い
と
き
は
、
周
り

が
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
「
潜
る

の
が
怖
い
と
き
も
あ
り
ま
し

た
。
ボ
ン
ベ
か
ら
酸
素
が
来
な

く
な
っ
た
ら
｜
な
ど
不
安
が
よ

ぎ
り
、と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
強
い
思
い
が
高
松

さ
ん
の
背
中
を
押
し
続
け
ま
し

た
。
「
海
に
い
る
で
あ
ろ
う
妻

を
、
必
ず
家
に
連
れ
て
帰
る
。

諦
め
た
く
な
い
」
。
祐
子
さ
ん

が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、
「
お

帰
り
」
と
声
を
か
け
る
つ
も
り

と
い
い
ま
す
。

(２)２０２３年(令和５年)２月 (２)２０２３年(令和５年)２月
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聞いて 知って 同世代へのメッセージ

聞いて 知って 同世代へのメッセージ

学びを伝え未来つくる 石森 千陽 １年
震災当時まだ１歳
で、記憶は残ってい
ません。当時の状況
を映像や文章で知る
機会があっても、震
災や津波はおぼろげ

なものでした。でも今回のプロジ
ェクトを通して、亘理町に行き、
被災地で活動している人たちの話
を聞き、 年前の３月 日に町に

何が起きたのか、そこから復興に
向けてどのように前進してきたの
か学ぶことができました。私たち
中学生が実際に被災地を訪れ取材
し、記事として伝承することで、
同世代の皆さんにも、一人でも多
く防災や町作りに今一度考えを巡
らせてもらえればうれしいです。
大切なのは、私たちが未来を創っ
ていくことではないでしょうか。

当時の状況や苦労知る 鎌田 壮亮 １年
取材して新聞記事
を書く活動は初めて
で、どんなことをす
るのか分かりません
でしたが、取材に応
じていただいた方々

の話を聞いて、新聞作りに取り組
みやすくなりました。取材を通し、
当時の状況や復興の過程、地域の
人たちが一番苦労したことなどが

分かりました。一番の成果は、町
の人の気持ちを知ることができた
ことです。昼食は荒浜産ノリを使
った「海苔のクリームパスタ」。
磯の風味が感じられて、とてもお
いしくいただけました。地域の食
材を生かしていることがすばらし
かったです。今回、新聞を作るこ
とで荒浜の復興に少しでも貢献で
きたのではないかと思います。

伝えるため学び続ける 佐久間 菫 １年
今回のプロジェク
トは、震災を深く考
えるきっかけになり
ました。当時１歳だ
った私には、震災の
記憶はありません。

私のような人に、震災を「伝える」
ことが大切なのではないかと、改
めて感じました。具体的には、伝
えてもらったことを同年代の人、

つまり「横」に発信する「伝える」
の連鎖をしなければならないと考
えるようになりました。他の人に
伝えるためには、私自身が震災に
ついて知っておかなければなりま
せん。これから次の世代という
「縦」にも伝えていくため、何年
も東日本大震災を伝え続けていく
ために、学び続けたいと思いまし
た。

秘めたつらさを伝える 佐藤 潤之介 １年
今回取材して一番
印象に残ったのは
「言葉にできないほ
ど」という言葉です。
よく聞きますが、ど
んな人がこの言葉を

使うのかは分かってはいませんで
した。でも、現地の人が泣きそう
な目で震災当時のことを強く語っ
てくれる姿を見て、そういうつら

い思いをした人たちがこの「言葉
にできないほど」という言葉を使
うのだと分かりました。そうした
つらい経験を、震災を経験してい
ない世代の人にも伝えなければい
けないと、改めて思いました。今
後、震災を経験していない世代に
伝えるときが来たら、今回取材し
て学んだことを生かして、しっか
りと説明したいと思いました。

元の姿より先を目指す 佐藤 智威 １年
今回の新聞を作っ
て感じたことは、復
興は元通りではな
く、元々よりも発展
させていくというこ
とです。これまで被

災地に行くことがあっても、「元
通りになってよかった」「仕事を
再開できてよかった」としか思っ
ていませんでした。しかし、被災

した方々に話を聞いて、「これま
で通りの生活に戻るだけではいけ
ない。元々よりも先へ進まなけれ
ばならない」と考えるようになり
ました。自分と同年代の方が自分
の街について深く考えていること
に気づき、自分の街をより発展さ
せるため、小さなことでも協力し
ていくことが大切だと思いまし
た。

前向く人々の姿印象的 島崎 杜和 １年
震災で大勢の人が
亡くなり、言葉に表
せないほどの苦しみ
や苦痛があったこと
は知っていますが、
その時の記憶はあり

ません。取材をして、どこも震災
での苦しみやつらさを強く語って
いました。どうして僕のような小
中学生が、震災のことを当たり前

のように知っているのだろう。そ
れは、数多くの人が震災を語って
いるからです。次は僕たちが次の
世代に震災を伝える番なのです。
震災の影響は大きく、震災とはこ
んなにもつらいものなのかという
ことが分かりました。震災で多く
の人が悲しみ、苦しみ、亡くなっ
たことを、次に伝承していかなけ
ればならないと強く思いました。

深く考える機会が必要 崎 開 １年
私が実際に被災地
に取材に行って感じ
たことは、震災を重
く見ていたつもりで
も実際は震災を軽く
見ていたということ

です。震災で失ったものは多く、
精神的にも被害にあった人たちが
いて、震災はとても恐ろしい出来
事だと改めて実感しました。今回

のプロジェクトを通して震災につ
いて深く考える機会があり、震災
への考えや思いが変わりました。
今、一番伝えたいことは震災を深
く考える機会を作り、今の世代や
次の世代の横のつながりを強くす
ることです。他学年の人や周りの
人と震災について話し合ってみた
いと思います。もっと震災につい
て考えを深めていきたいです。

現地の恐ろしさを実感 田畑 夏美 １年
震災当時は１歳で
記憶に残っていませ
んでした。今回の取
材で、被災者の人た
ちはつらい状況を乗
り越えて今の町を作

っていることを感じました。震災
のことは、小学生の頃から授業で
教わったりテレビで見たりしてい
ましたが、被災地で話を聞き「恐

ろしさ」を実感することができま
した。震災で大切な物を失い、一
からスタートするためにたくさん
の苦労を背負い、高い壁を乗り越
えてきたのでしょう。震災前に生
まれた最後の世代として、震災を
経験していない人たちにも今回得
た学びを広げていきたいです。取
材した私たちだからこそ、率先し
て広げていくべきだと思います。

語り継ぐ大切さ感じる 藤原 音乃 １年
私が今回の新聞作
りに参加してみて思
ったのは、メディア
で知るのではなく、
人から人へ語り継ぐ
ということが大切だ

ということです。震災の状況はネ
ットニュースなどで知りました
が、語り継いでこそ、つらさ、苦
しさ、大変さをより強く感じられ

るからです。取材した方の中には、
涙ながらに話してくださる方もい
ました。ネットで見ていて、震災
をもう知ったつもりでいました
が、取材をして自分の知らないこ
と、分からなかったことがたくさ
んありました。この経験から、私
は震災に対してもっと積極的に情
報を集め、全力で復興に協力して
いきたいと思いました。
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避
難
丘
で
太
見
さ
ん

左

の
説
明
を
聞
く
八
乙
女
中
の
生
徒
た
ち

太見さん支援のもと荒浜中の生徒が作った「あらはマップ」
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支配人の半田さん

【
田
畑
夏
美
・

崎
開
・
佐

藤
潤
之
介
】

亘
理
町
荒
浜
と
言
え
ば
、
秋

の
は
ら
こ
飯
を
は
じ
め
、
夏
は

ア
ナ
ゴ
、
冬
か
ら
春
は
ホ
ッ
キ

な
ど
豊
か
な
海
の
幸
が
有
名
で

す
。
見
落
と
し
て
は
い
け
な
い

大
事
な
海
産
物
が
ノ
リ
で
す
。

荒
浜
漁
港
に
面
し
た
場
所
に

「
あ
ら
は
ま
海
苔
合
同
会
社
」

が
あ
り
ま
す
。
「
あ
か
つ
き
」

と
い
う
品
種
で
生
産
し
た
品

が
、
昨
年
１
月
の
宮
城
県
の
乾

ほ
し

海
苔
品
評
会
で
準
優
賞
、
今
年

は
優
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

阿
武
隈
川
の
河
口
に
位
置
す

る
荒
浜
の
海
は
、
淡
水
と
太
平

洋
の
黒
潮
が
交
差
し
、
ミ
ネ
ラ

ル
が
豊
富
で
、
色
つ
や
の
良
い

ノ
リ
が
育
ち
ま
す
。
合
同
会
社

は
、
板
の
り
や
ば
ら
の
り
な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

荒
浜
の
ノ
リ
の
生
産
は
、
８

月
中
旬
に
種
を
網
に
植
え
付
け

る
「
種
付
け
」
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
９
月
に
な
る
と
波
の
穏
や

か
な
塩
釜
湾
内
で
芽
を
大
き
く

す
る
「
育
苗
」
を
１
カ
月
間
行

い
、
そ
の
後
荒
浜
の
沖
合
に
戻

し
て
「
本
養
殖
」
し
ま
す
。

月
か
ら
４
月
ま
で
と
い
う
長
い

漁
期
は
日
本
一
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
道
の

り
は
大
変
で
し
た
。
海
に
面
し

た
荒
浜
は
、
震
災
で
家
屋
や
船
、

工
場
、
機
械
に
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

「
何
も
な
い
、ゼ
ロ
の
状
態
。

気
力
も
湧
か
な
い
。
も
う
だ
め

だ
な
っ
て
。
絶
望
感
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
」
。
合
同
会
社
代
表

の
菊
地
幹
彦
さ
ん

は
、
悲

し
そ
う
な
目
を
し
な
が
ら
振
り

返
り
ま
す
。

知
り
合
い
を
回
る
う
ち
に

「
や
る
し
か
な
い
べ
」
と
い
う

言
葉
に
勇
気
を
も
ら
っ
た
と
言

い
ま
す
。
「
自
分
た
ち
は
ど
う

す
る
」
「
な
ん
と
か
で
き
ね
ぇ

か
」
と
、
地
域
の
漁
業
の
仲
間

と
話
を
始
め
ま
し
た
。

復
活
を
大
き
く
後
押
し
し
た

の
が
、
国
か
ら
の
補
助
金
。
震

災
前
は
漁
業
者
ご
と
に
個
別
に

養
殖
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
５
人
が
一
体
と
な
っ
て
２

０
１
５
年
に
合
同
会
社
を
設

立
。
省
力
化
の
た
め
、
ノ
リ
を

自
動
で
摘
み
取
れ
る
シ
ス
テ
ム

船
、
板
の
り
を
作
る
全
自
動
の

機
械
を
導
入
し
ま
し
た
。

設
備
を
導
入
す
る
の
に
要
し

た
の
は
約
７
億
円
。
グ
ル
ー
プ

化
す
る
こ
と
で
補
助
を
受
け
ら

れ
、

年
に
は
直
売
所
を
設
け

ま
し
た
。

ノ
リ
養
殖
の
再
開
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
菊
地
さ
ん
は
、

知
名
度
ア
ッ
プ
や
商
品
の
売
り

方
、
質
の
向
上
を
常
に
考
え
、

前
を
向
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
あ
ら
は
ま
海
苔

合
同
会
社
の
新
た
な
挑
戦
を
、

こ
れ
か
ら
の
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

私
た
ち
仙
台
市
立
八
乙
女
中
学
校
の
１
年
生
９
人
は
、
昨
年
９
月

日
に
宮
城
県
亘
理
町
で
取
材
を
行

い
ま
し
た
。
町
内
の
荒
浜
地
区
の
観
光
と
防
災
地
図
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
「
あ
ら
は
マ
ッ
プ
」
作
り
に

携
わ
っ
た
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
ノ
リ
の
生
産
者
に

よ
る
「
あ
ら
は
ま
海

の

苔
り

合
同
会
社
」
で
、
豊
か
な
海
域
が
、
ノ
リ
養
殖
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
太
平
洋
を
一
望
す
る
「
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
」
で
は
、
震
災
当
時
の
様
子
、
そ

の
後
の
施
設
の
再
生
プ
ラ
ン
と
利
用
者
の
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

防災と観光拠点一目で
あらはマップ 亘理・荒浜中生が制作

地
域
や
人
の
魅
力
を
再
発
見

【
１
年
佐
藤
智
威
・
島
崎
杜

和
・
佐
久
間
菫
】

亘
理
町
立
荒
浜
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
荒
浜
地
区
の
防
災
と

観
光
の
両
方
の
拠
点
を
紹
介
し

た
地
図
「
あ
ら
は
マ
ッ
プ
」
を

作
り
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
る
た
め
の
施
設
や
、

復
興
に
向
け
て
前
を
向
く
商
店

な
ど
を
回
っ
て
作
り
上
げ
た
内

容
の
濃
い
地
図
に
な
っ
て
い
ま

す
。作

業
は
「
震
災
か
ら

年
」

に
合
わ
せ
て
２
０
２
０
年

月

に
始
ま
り
、
翌
年
３
月
に
完
成

し
ま
し
た
。
広
げ
る
と
、
Ａ
４

の
紙
４
枚
分
の
大
き
さ
に
な
る

マ
ッ
プ
に
は
、
災
害
時
の
対
応

や
観
光
客
向
け
の
地
図
な
ど
が

描
か
れ
て
い
て
、
荒
浜
の
た
く

さ
ん
の
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

注
目
は
、
大
津
波
警
報
や
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
際
、
避

難
す
る
方
向
が
地
図
中
に
太
く

赤
い
矢
印
で
は
っ
き
り
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
各
店
舗
の

紹
介
に
つ
い
て
は
、
生
徒
た
ち

が
聞
き
取
り
し
た
内
容
を
手
書

き
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

津
波
が
来
た
際
、
命
を
守
る

重
要
な
拠
点
の
一
つ
「
防
災
公

園
」や
９
㍍
の
高
さ
が
あ
る「
避

難
丘
」
な
ど
を
写
真
付
き
で
紹

介
。
小
学
校
や
中
学
校
と
い
っ

た
緊
急
避
難
所
も
載
せ
て
い

て
、
そ
こ
は
い
ざ
と
い
う
と
き

一
般
の
人
も
外
階
段
を
使
っ
て

屋
上
な
ど
へ
上
が
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
発
見
だ
ら
け
だ
っ
た
」
。

地
図
の
作
製
に
か
か
わ
っ
た
当

時
中
学
１
年
生
だ
っ
た
木
村
心

こ

優
う

さ
ん
と
伊
藤
聖
那
さ
ん
（
３

年
）
は
、
そ
う
口
を
そ
ろ
え
ま

し
た
。
荒
浜
を
回
っ
て
写
真
を

撮
っ
た
り
、
地
域
の
人
に
話
を

聞
い
た
り
し
て
い
て
そ
う
感
じ

た
そ
う
で
す
。

２
人
は
「
地
図
作
り
を
通
し

て
荒
浜
の
魅
力
に
自
信
を
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
る
際
、

地
域
の
人
の
優
し
さ
や
温
か
さ

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
」
と

振
り
返
り
ま
し
た
。

「
あ
ら
は
マ
ッ
プ
」
の
製
作

を
荒
浜
中
に
持
ち
掛
け
た
の

は
、
町
の
活
性
化
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
族
Ｄ
Ｍ
Ｃ
。
理

事
長
の
太
見
洋
介
さ
ん

は

「
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生

が
理
解
し
、
次
の
世
代
に
伝
え

る
機
会
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
」

と
理
由
を
説
明
し
ま
す
。

地
図
が
完
成
し
て
２
年
近
く

が
た
ち
ま
す
。木
村
さ
ん
は「
今

回
は
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
次
は
生
徒
た
ち

だ
け
で
作
っ
て
み
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
す
。伊
藤
さ
ん
も「
英

語
版
な
ど
も
あ
る
と
い
い
」と
、

改
訂
版
へ
向
け
後
輩
に
思
い
を

託
し
ま
し
た
。

荒
浜
中
で
の
取
材
を
終
え
、

「
震
災
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か

を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
」

が
、
一
番
大
事
だ
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

合同会社代表・菊地さん ノ
リ
養
殖
復
活
へ
手
応
え

菊地さん 右から３人目 からのりの製造ラインの説明を受ける生徒たち

っ
た
り
心
の
復
興
を

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

観
光
地
再
生
の
核

仙台市立八乙女中学校

仙台市泉区旭丘堤

二丁目１番１号

生徒：474人

震
災
後

館
内
が
一
新
し
た

わ
た
り

温
泉
鳥
の
海

【
藤
原
音
乃
・
鎌
田
壮
亮
・

石
森
千
陽
】

客
室
に
入
る
と
、
大
空
と
太

平
洋
の
青
、
草
の
緑
が
美
し
い

景
観
が
目
の
前
に
広
が
り
、
心

地
よ
い
風
が
吹
い
て
き
ま
す
。

亘
理
町
の
「
わ
た
り
温
泉
鳥
の

海
」
の
３
階
に
あ
る
特
別
和
洋

室
は
、
ツ
イ
ン
ベ
ッ
ド
と
テ
ラ

ス
に
加
え
て
、
温
泉
ひ
の
き
風

呂
が
あ
る
す
て
き
な
空
間
で
し

た
。町

営
だ
っ
た
温
泉
施
設
は
震

災
後
、
運
営
を
任
さ
れ
た
ホ
テ

ル
佐
勘（
仙
台
市
）に
よ
っ
て
、

レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
が
２
０
１
７

年
秋
、
再
開
し
、

年
春
に
宿

泊
部
門
と
浴
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
「
町
の
皆
さ
ま
と
、
と
も

に
」
と
い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

を
掲
げ
、
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

を
核
と
し
た
亘
理
町
荒
浜
地
区

の
観
光
地
の
再
生
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

現
在
は
と
て
も
き
れ
い
に
見

え
る
施
設
で
す
が
、
震
災
当
時

は
大
変
で
し
た
。
当
時
を
知
る

従
業
員
の
寒
河
江
祐
介
さ
ん

は
「
津
波
が
襲
い
屋
上
に

上
が
っ
た
と
き
に
は
、
周
り
が

す
べ
て
海
の
よ
う
な
状
況
で
し

た

と

海
が
徐
々
に
膨
れ
あ
が

っ
て
き
た
様
子
を
語
り
ま
し

た
。一

番
に
考
え
た
の
は
、
不
安

に
な
っ
て
い
た
お
客
さ
ま
や
避

難
し
て
き
た
住
民
の
安
全
確
保

で
す
。
全
員
を
４
階
に
避
難
誘

導
し
、
館
内
で
は
１
人
の
犠
牲

者
も
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

停
電
の
た
め
、
状
況
が
分
か

ら
ず
、
翌
日
は
建
物
を
出
て
阿

武
隈
川
の
堤
防
沿
い
を
進
む
こ

と
が
で
き
た
亘
理
大
橋
ま
で
歩

い
て
様
子
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
視
界
に
入
っ
た
岩
沼
市
の

内
陸
ま
で
水
浸
し
で
が
く
ぜ
ん

と
し
た
そ
う
で
す
。

今
は
、
す
っ
か
り
施
設
が
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
荒
浜
に

は
、
観
光
地
、
地
元
の
農
産
物

や
海
産
物
な
ど
の
物
販
、
海
水

浴
場
や
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場

の
に
ぎ
わ
い
空
間
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

支
配
人
の
半
田
英
明
さ
ん

は
「
町
民
の
皆
さ
ま
に
愛

さ
れ
『
ま
た
行
き
た
い
な
』
と

思
え
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
従
業

員
一
人
一
人
が
防
災
へ
の
心
構

え
を
持
ち
、
明
る
く
親
切
に
お

客
さ
ま
に
接
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

利
用
者
と
接
し
て
い
て
感
じ

る
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
半
田
さ

ん
は
「
心
の
復
興
が
進
ん
で
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
」
と

笑
顔
で
答
え
ま
し
た
。
天
然
温

泉
の
存
在
が
、
訪
れ
る
人
の
体

は
も
ち
ろ
ん
、
心
も
癒
や
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
」
へ

の
取
材
を
通
し
て
、
私
た
ち
は

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に

荒
浜
を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

(３) ２０２３年(令和５年)２月(３) ２０２３年(令和５年)２月
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聞いて 知って 同世代へのメッセージ

聞いて 知って 同世代へのメッセージ

伝承への熱意 受け継ぐ

板垣 琉奈 ７年

支え合える人の力 学ぶ

大保 颯槻 ８年

今回、さまざまな方々の話を聞いたこ

とは、自分自身の防災への取り組みや考

え方を見直すきっかけとなりました。こ

れまでも学校の防災学習や避難訓練で震

災体験を聞く機会がありましたが、講話

をしていただいた大人の方々は、当時の

記憶が頭に浮かんでおり、辛い思いの中、震災当時に

生まれていなかったり、小さかったりした私たちのた

めにお話ししてくださっているのではないかというこ

とに気付いたのです。私と同じ世代の子どもたちも、

復興や伝承の担い手として、次の世代のためにできる

ことがあるはずです。より真剣に防災学習に取り組も

うと強く感じた取材でした。

私は今回の取材で、２つの深い学びを

得ることができました。１点目は震災に

よる人の心への影響についてです。雁部

さんの目の前で人が流されてしまったと

いう話を聞き、本人に直接的な身体への

傷がなくとも、心に深い傷を負ってしま

うことを考えさせられました。２点目は、復興を通し

た人とのつながりです。おのくんの制作を体験しなが

ら、被災された方同士が集まり、おのくんの制作に参

加することで、辛い中でも、人とのつながりができた

という話を聞き、私の中の震災のイメージが変わりま

した。さまざまな貴重なお話から得られた学びを今後

の生活に生かしていきたいです。

怖い話 繰り返させない

小畑 結生 ７年

風化の防止 決意新たに

齋藤 温人 ８年

今回のプロジェクトに参加する前は、

震災に関してあまり深く考えたことはな

く、授業で教わる程度の知識しかありま

せんでした。雁部さんの話は、怖くて逃

げ出したくなりました。学校の外を歩き、

話を聞いてメモしているだけなのに、自

分のことのように感じました。事前に、怖かったら聞

かなくても良いよと言われていたものの、私は最後ま

で聞きました。なぜなら、自分が今まで知らないまま、

目を背けてきたものだからです。震災当時に何があっ

たのかを知り、考えることは、次の災害に備え、自分

自身を守ること。プロジェクトで学んだことを周りの

皆へも伝えていきます。

東松島市の取材は、現場を見て当時の

話を聞きながら、自分も当時その場にい

たかのように、震災の恐ろしさを実感し

た体験になりました。雁部さんの話で特

に印象に残ったのは「災害は一定のサイ

クルで繰り返される」という言葉です。

災害は予測が難しく、だからこそ、いつどんな災害が

起きても、冷静に対応できることが大切です。中学生

として、周りの小さい子やお年寄りを支える立場にな

れるよう、より一層、防災学習に真剣に取り組んでい

きたいと思いました。震災を風化させないように、自

分たちにできることを少しでも多く見つけ、震災を後

世に伝えていきたいです。

未来見据える姿に感銘

鈴木 くるみ ８年

日常生活の尊さ 再認識

野 柚希 ８年

私は、この新聞を読んだすべての人に

「辛さを乗り越え、前向きに進んでいる

人がいる」ことを伝えたいです。お話を

聞いた雁部さんは震災後の一時期、震災

の話をタブー視せざるを得なくなり、と

ても辛い思いをしてきました。しかし、

現在は大学で災害社会学の研究をしながら、自身の体

験について語り部活動をしています。武田さんは津波

で何もかも流され、ただ呆然とするだけだった日々の

中に、生きがいを見つけ、震災への想いや願いをおの

くんに乗せて世界中へ届けています。頑張っている人

たちがいることを、自分の同世代や次の世代にも伝え

ていきたいと思います。

取材で最も印象に残ったのは「震災で

学校の友達を亡くし、もっと自分にでき

ることがあったのではないかと後悔し

た」という雁部さんの話です。「ありが

とうと感謝を伝えること、ケンカをした

らごめんねということ、おはようとあい

さつをすることなど、何気ない人との関わりを大切に

してほしい。家族がいて当たり前に学校に行く日常を

大切にしてほしい」という言葉がとても胸に残りまし

た。雁部さんは語り部活動について「何かの時に、少

しでも自分の話を思い出して、役に立てばうれしい」

と話していました。私も教わったことを周りの人に少

しでも伝えていきたいです。

伝承は笑顔守る最善策

得地 璃湖 ８年

被災の実像 認識改めた

針生 蒼太郎 ７年

取材を通して私が目にしたのは、未来

に希望をもって今を生きる方々の姿でし

た。震災で全てを奪われ、残ったのは身

一つ。それでも生きていれば、命さえあ

れば、こうしてまた笑い合える。そう語

る姿は、とても輝いて見えました。震災

当時２、３歳の私たちにとって、震災はテレビのニュ

ースや学校での防災教育で知るものでした。こうして

直接お話を聞き、その場に自分がいるような感覚を味

わうことで、改めて命の尊さを学びました。震災の記

憶は今、風化しつつあります。私たちが伝承し、後世

へとバトンをつないでいくことが、皆の笑顔を守る最

善策になると思いました。

私は震災発生時１歳で、当時の記憶は

全くと言っていいほどありません。雁部

さんの話は、それまで自分なりに思って

いた震災の様子とは全く違うものでし

た。中でも驚いたのは、震災について話

すだけでもクラスメートの間に亀裂がで

きてしまうほどだったとの話です。また、おのくんの

取材では、悲しみの中、皆を元気づけるため、被災地

復興のため、そして、震災について多くの人に知って

もらうために立ち上がり、活動したとの逸話に感銘を

受けました。次にくるかもしれない大きな災害から「大

切な命」を守れるように、まずは、周りの人や家族と

しっかりと話し合いたいです。

大
曲
小
の
昇
降
口
で
の
体
験
を
説
明
す
る
雁
部
さ
ん

左
か
ら
２
人
目

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

閖上小中学校に地域の住民が実際に避難
し、住民の受け入れや避難所開設などを生
徒とともに確認する「地域合同防災訓練」

【
７
年
板
垣
琉
奈
・
小
畑
結
生
】

私
た
ち
の
閖
上
小
中
学
校

は
、
被
災
し
た
旧
閖
上
小
と
旧

閖
上
中
を
義
務
教
育
学
校
と
し

て
再
建
し
、
２
０
１
８
年
に
開

校
し
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
の
学
習
レ
ベ
ル
の
向
上

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、「
防

災
」
を
大
き
な
学
習
テ
ー
マ
に

し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
旧
閖

上
中
の
教
諭
と
し
て
震
災
を
経

験
し
た
校
長
の
八
森
伸
先
生
は

「
震
災
当
時
も
多
く
の
中
学
生

が
周
り
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
高
校
生
に
な
る
と
、

地
域
を
離
れ
て
い
る
時
間
が
増

え
ま
す
。
災
害
が
起
き
た
ら
、

中
学
生
は
大
人
に
次
ぐ
存
在
と

し
て
即
座
に
地
元
で
力
に
な
れ

る
し
、
ま
た
、
そ
う
い
う
意
識

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
訓

練
を
通
じ
、
生
徒
の
皆
さ
ん
を

未
来
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

育
て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

毎
月

日
は
防
災
学
習
日
で

す
。
年
度
初
め
に
新
し
い
教
室

か
ら
の
避
難
経
路
を
確
認
し
、

防
災
備
蓄
を
考
え
る
の
を
皮
切

り
に
、
月
ご
と
の
課
題
に
取
り

組
み
ま
す
。
語
り
部
の
方
を
招

い
た
り
、
校
外
に
出
掛
け
た
り
、

災
害
時
の
行
動
を
実
践
し
て
み

た
り
で
す
。
全
生
徒
全
児
童
が
、

災
害
時
に
３
日
間
過
ご
せ
る
量

の
食
料
を
防
災
リ
ュ
ッ
ク
に
詰

め
て
学
校
へ
持
参
し
、
保
管
し

て
い
ま
す
。
避
難
訓
練
は
、
地

震
・
津
波
だ
け
で
は
な
く
、
火

災
や
不
審
者
対
応
な
ど
あ
ら
ゆ

る
想
定
を
し
ま
す
。

最
大
の
取
り
組
み
は
地
域
合

同
防
災
訓
練
で
す
。
実
際
に
地

域
の
方
々
が
学
校
に
避
難
し
て

き
ま
す
。
そ
の
時
に
、
中
学
生

は
地
区
ご
と
の
誘
導
や
受
付
、

物
資
配
布
な
ど
、
避
難
所
開
設

の
た
め
の
運
営
側
に
回
り
ま

す
。
簡
易
ト
イ
レ
や
避
難
所
の

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
、
非

常
用
発
電
機
や
投
光
器
の
稼
働

の
仕
方
な
ど
も
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
学
び
ま
す
。

校
舎
の
構
造
も
防
災
対
応
で

す
。
素
早
く
高
い
場
所
へ
逃
げ

ら
れ
る
よ
う
、
階
段
は
屋
内
２

カ
所
、
中
庭
１
カ
所
、
屋
外
２

カ
所
に
あ
り
、
階
段
も
廊
下
も

幅
広
く
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

普
通
教
室
は
２
階
以
上
に
あ
り

ま
す
。
夜
間
や
休
日
な
ど
教
職

員
が
い
な
い
時
間
に
発
生
す
る

災
害
で
あ
っ
て
も
、
住
民
だ
け

で
屋
上
ま
で
逃
げ
ら
れ
る
よ

う
、
地
域
の
方
々
へ
施
設
の
使

い
方
を
説
明
す
る
機
会
も
設
け

て
い
ま
す
。

閖
上
地
区
は
７
０
０
人
以
上

が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
防
災

に
力
を
入
れ
た
街
づ
く
り
に

は
、
地
域
と
学
校
の
連
携
が
大

切
で
す
。
今
す
ぐ
に
で
も
、
小

さ
な
こ
と
で
も
、
中
学
生
で
あ

る
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
行
動
に
移
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ソ
ッ
ク
ス
モ
ン
キ
ー

お
の
く
ん

作

り
に
挑
戦
し
た
閖
上
小
中
学
校
の
中

学
生
記
者

手
前

お
母
さ
ん
た
ち

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

世界に 万体の仲間が生まれた
おのくん の第１号を手に 仮
設住宅の女性たちが込めた思い
を語る武田さん
‖東松島市の交流施設 空の駅

【
８
年
鈴
木
く
る
み
・
得
地
璃

湖
、
７
年
針
生
蒼
太
郎
】

「
こ
の
子
が
多
く
の
人
と
の

つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
の
希
望
な
ん
で

す
よ
」
。
東
松
島
市
の
Ｊ
Ｒ
陸

前
小
野
駅
前
に
あ
る
交
流
施
設

「
空
の
駅
」
。
武
田
文
子
さ
ん

が
「
お
の
く
ん
」
へ
の
思

い
を
語
り
ま
す
。

お
の
く
ん
は
、
２
０
１
１
年

夏
に
入
居
が
始
ま
っ
た
小
野
駅

前
仮
設
住
宅
の
女
性
た
ち
が
作

り
始
め
た
サ
ル
の
形
を
し
た
靴

下
人
形
。
仮
設
住
宅
の
自
治
会

長
だ
っ
た
武
田
さ
ん
は
「
不
安

と
悲
し
み
の
中
で
、
お
茶
飲
み

会
を
し
て
も
何
日
か
す
る
と
飽

き
て
し
ま
う
ん
で
す
。
何
か
す

る
こ
と
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

た
ら
、
仮
設
の
子
供
に
贈
り
物

と
し
て
届
い
た
の
が
ソ
ッ
ク
ス

モ
ン
キ
ー
。指
導
を
お
願
い
し
、

お
母
さ
ん
方
が
作
り
方
を
習
っ

て
、

年
４
月

日
に
誕
生
し

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
家
事

の
合
間
に
自
宅
で
作
り
、
１
日

に
１
〜
２
体
完
成
さ
せ
る
の
が

や
っ
と
だ
そ
う
で
す
。

お
の
く
ん
を
購
入
し
た
人
は

「
里
親
」
と
呼
ば
れ
、
国
内
は

も
ち
ろ
ん
、
台
湾
や
ハ
ワ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
海
外
も
含
め
、

万
人
も
の
人
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

年
９
月
末
に
仮
設

住
宅
が
閉
鎖
さ
れ
、
翌

月
１

日
に
「
空
の
駅
」
が
で
き
ま
し

た
。
「
里
親
さ
ん
が
い
つ
来
て

も
い
い
よ
う
に
、
交
流
施
設
は

１
日
も
休
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
」
と
武
田
さ
ん
。
小
さ
な

神
社
や
ベ
ン
チ
、
フ
ォ
ト
ス
ポ

ッ
ト
な
ど
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。私

た
ち
は
取
材
の
一
環
と
し

て
、
人
形
制
作
の
最
終
工
程
で

あ
る
鼻
と
目
の
仕
上
げ
作
業
を

特
別
に
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
作
り
手
の
お
母
さ
ん
た

ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

程
よ
く
形
が
保
た
れ
る
よ
う
に

綿
を
入
れ
、
膨
ら
み
そ
う
に
な

る
布
を
押
さ
え
な
が
ら
の
針
仕

事
は
大
変
で
、
わ
ず
か
な
縫
い

付
け
方
の
違
い
が
表
情
の
良
し

あ
し
に
直
結
す
る
繊
細
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
苦
労
を

し
て
完
成
さ
せ
た
、
世
界
に
一

つ
し
か
な
い
、
自
分
だ
け
の
お

の
く
ん
は
と
て
も
か
わ
い
く
、

自
分
も
里
親
に
な
れ
た
と
思
う

と
、
た
ま
ら
な
く
う
れ
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

「
お
の
く
ん
を
見
て
、
東
日

本
大
震
災
を
思
い
出
し
て
ほ
し

い
。
津
波
が
来
た
ら
、
自
分
の

命
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
ほ
し

い
。
生
き
て
い
た
ら
、
ま
た
き

っ
と
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
か

ら
」
と
武
田
さ
ん
。
皆
さ
ん
も

一
度
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
思
い

を
託
さ
れ
た
お
の
く
ん
を
、
手

に
と
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
８
年
大
保
颯
槻
・
齋
藤
温
人

・

野
柚
希
】

海
ま
で
２
・
３
キ
ロ
の
静
か

な
住
宅
街
に
あ
る
市
立
大
曲

小
。
当
時
５
年
生
だ
っ
た
大
学

生
雁
部
那
由
多
さ
ん

は
、

体
育
館
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
授
業
中
に
被
災
し
ま
し
た
。

「
ゴ
ー
と
い
う
地
鳴
り
が
し
た

ん
で
す
が
、
い
つ
も
訓
練
で
聞

き
な
れ
て
い
る
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の

音
と
思
っ
て
地
震
と
は
思
わ
ず

に
い
た
ら
、
最
初
は
上
下
、
続

い
て
左
右
の
揺
れ
が
始
ま
り
、

体
が
浮
い
て
し
ま
う
ほ
ど
大
き

く
な
っ
て
い
っ
て
、
は
う
こ
と

も
動
く
こ
と
も
で
き
な
い
ん
で

す
。
体
育
館
の
天
井
ボ
ー
ド
が

落
ち
て
館
内
は
真
っ
白
。
皆
、

最
初
は
泣
い
て
い
た
が
、
ど
ん

ど
ん
恐
怖
の
度
合
い
が
増
し
て

き
て
、
次
に
ど
う
な
っ
た
か
？

笑
い
出
し
た
ん
で
す
。
泣
き

な
が
ら
」
。
い
つ
も
の
授
業
の

光
景
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
っ
た
ん
学
校
近
く
の
自
宅

へ
帰
宅
し
た
も
の
の
、
津
波
が

来
る
の
を
知
っ
て
再
び
学
校
へ

避
難
し
た
雁
部
さ
ん
。
児
童
は

校
舎
３
階
へ
の
避
難
を
指
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
体
育
館
で

落
ち
て
き
た
照
明
に
当
た
っ
て

負
傷
し
た
際
の
血
で
赤
黒
く
な

っ
た
上
履
き
を
外
靴
に
履
き
替

え
よ
う
と
、
地
震
発
生
か
ら
約

分
後
に
下
駄
箱
の
あ
る
昇
降

口
へ
降
り
ま
し
た
。
何
気
な
く

校
庭
を
見
る
と
、
避
難
し
て
く

る
人
が
見
え
た
の
で
、
昇
降
口

の
ガ
ラ
ス
扉
を
開
け
、
外
に
出

た
そ
の
時
で
し
た
。

ヘ
ド
ロ
が
混
ざ
っ
た
真
っ
黒

な
水
が
昇
降
口
正
面
の
海
側
か

ら
流
れ
て
き
て
、
逃
げ
て
き
た

男
の
人
の
足
元
に
到
達
し
ま

す
。
そ
の
人
は
流
さ
れ
な
い
よ

う
、
一
歩
一
歩
、
少
し
ず
つ
校

舎
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
次

の
瞬
間
、
昇
降
口
左
手
か
ら
川

の
堤
防
を
越
え
て
き
た
津
波
が

が
れ
き
や
車
と
と
も
に
流
れ
込

み
、
一
気
に
水
か
さ
が
増
し
ま

す
。
雁
部
さ
ん
は
昇
降
口
の
外

に
あ
る
壁
を
必
死
に
つ
か
み
、

流
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が

精
一
杯
で
し
た
。
「
一
番
手
前

に
い
た
男
性
が
私
に
手
を
伸
ば

し
て
き
ま
し
た
が
、
私
は
手
を

伸
ば
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ

で
壁
か
ら
手
を
離
し
た
ら
、
自

分
も
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
思
っ

た
か
ら
で
す
」
。
３
日
後
の
早

朝
、
ま
だ
水
が
残
る
中
を
校
外

へ
抜
け
出
し
、
そ
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
た
の
を
見
つ
け
、
遺

体
の
発
見
場
所
に
赤
い
旗
を
立

て
て
い
た
大
人
に
知
ら
せ
ま
し

た
。
雁
部
さ
ん
は
、
そ
の
時
の

気
持
ち
を
「
自
分
が
見
殺
し
に

し
て
し
ま
っ
た
」
と
表
現
し
ま

し
た
。

雁
部
さ
ん
自
身
も
生
死
の
境

目
に
い
ま
し
た
。
次
第
に
増
す

水
の
勢
い
に
あ
ら
が
え
な
く
な

り
、
壁
か
ら
手
が
離
れ
て
し
ま

い
、
津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
か
ら

で
す
。
た
ま
た
ま
自
分
が
開
い

た
昇
降
口
の
扉
が
、
水
流
で
閉

ま
る
の
で
は
な
く
、
開
け
放
た

れ
る
方
向
だ
っ
た
た
め
、
泥
水

や
が
れ
き
と
と
も
に
校
舎
内
へ

流
さ
れ
、下
駄
箱
に
よ
じ
登
り
、

そ
こ
か
ら
階
段
へ
移
動
で
き
ま

し
た
。
「
も
し
、
開
け
た
扉
が

逆
向
き
だ
っ
た
ら
、
私
も
助
か

ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
雁

部
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

一
人
の
小
学
生
が
直
面
し
て

し
ま
っ
た
、
学
び
舎
が
人
の
生

死
を
分
け
る
場
所
に
な
り
、
目

の
前
で
人
命
が
失
わ
れ
る
と
い

う
経
験
を
、
雁
部
さ
ん
は
震
災

後
数
年
間
、
誰
に
も
話
せ
ず
に

い
ま
し
た
。
被
災
の
程
度
や
家

庭
の
事
情
か
ら
、
人
間
関
係
を

分
断
す
る
震
災
の
話
題
は
避
け

る
空
気
が
あ
り
、
そ
う
指
導
し

た
先
生
も
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

中
学
生
に
な
っ
て
、
生
徒
会
長

と
し
て
発
表
す
る
機
会
が
あ

り
、
「
震
災
の
話
を
し
て
も
い

い
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
て
初
め

て
、
「
そ
う
か
、
震
災
の
話
を

し
て
も
い
い
ん
だ
」
と
思
っ
た

こ
と
が
、
語
り
部
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
と
い
い
ま
す
。

震
災
か
ら
間
も
な
く

年
。

雁
部
さ
ん
は
「
大
人
も
受
け
止

め
き
れ
な
い
体
験
を
し
て
、
そ

れ
を
皆
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら

話
題
に
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ

う
し
て
い
た
ら
地
域
の
経
験
を

知
っ
て
い
る
人
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

こ
の
先
、
災
害
で
悲
し
む
人

が
少
し
で
も
減
る
よ
う
に
、
私

た
ち
も
今
あ
る
記
憶
を
後
世
に

届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被

災
し
た
人
の
思
い
を
無
駄
に
し

て
は
い
け
な
い
と
、
強
く
感
じ

ま
し
た
。

津波避難 命の選択迫る
震災当時 東松島・大曲小５年の雁部さん

受
け
止
め
き
れ
な
い
記
憶
も
後
世
に

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

避
難
や
備
蓄

学
習
テ
ー
マ
に

お
の
く
ん

被
災
者
に
希
望

東
松
島
・
武
田
さ
ん

制
作
通
じ
交
流
の
輪

私
た
ち
名
取
市
立
閖
上
小
中
学
校
の
７
・
８
年
生
８
人
は
、
昨
年

月

日
に
東
松
島
市
で
取
材
を
し
ま

し
た
。
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
大
曲
小
学
校
で
は
、
当
時
５
年
生
だ
っ
た
雁

が
ん

部
べ

那
な

由
ゆ

多
た

さ
ん
に
、
地

震
発
生
か
ら
津
波
が
到
達
す
る
ま
で
と
、
そ
の
後
の
避
難
や
学
校
生
活
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
交
流
施

設
「
空
の
駅
」
で
は
、
仮
設
住
宅
の
女
性
が
作
り
始
め
た
人
形
「
お
の
く
ん
」
に
つ
い
て
、
代
表
の
武
田
文

子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
閖
上
地
区
は
震
災
後
に
防
災
集
団
移
転
し
、
閖
上
小
中
学
校
は
旧
閖
上
中
学
校
よ

り
も
内
陸
側
に
開
校
し
ま
し
た
。
こ
の
新
聞
で
は
私
た
ち
自
身
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
ま
す
。

名取市立閖上小中学校

宮城県名取市閖上西

一丁目 番地

児童生徒：416人

（１年～９年生）

(４)２０２３年(令和５年)２月 (４)２０２３年(令和５年)２月


